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として非線型 Langevin方程式を使 う方法があるが, いちいろと不満足な点があるので,
それを射影演算子の方法によって定式化 し,問題点を検討 した｡以下その概要をのべる｡




(Ak)と完全に統計的独立であるとする｡つま-り, iAk)の任意の関数 G(A)に対 して
<Rk(i)G(A)>-o･ (2)
そのとき vkは非線型関数であり,簡単な場合には
vk(A)= if a'kiAi - ipITqlkpq(ApAq~くApAq>)+･･･ (3)
と展開でき＼るo TkOeはtangevinの揺動力 Rk(i)の時間相関によって決まる"bare,な輸
送係数であり,観測される "true"な輸送係数は vk(A)の非線型項を繰 りこんだものであ
るO一般に "true"な翰送係数は linearな運動方程式










新 しい揺動カ qk(E)の時間相関で決まる標準型をもつことを示すのが, この話の主要な
内容である｡
非線型Langevinequation(1)に対応 したFLlkker-Planck 方程式 (に揺ぎを加えた
式 )を
aga(i)/88-Dga(i)+Fa(t),






















































Ehm(i)=< Ak(i)Am*(o)> -< ak(i)a:(0)>











の近似は適当ではない｡そのときにも,実は, (4), (5), (6), (ll)および (14)の
基本式は成立する｡たゞLDおよび｣の表式は一般化されねばならない｡'このように,
従来の理論の限界 を超えて成立するものであるが,その詳細は別の機会に譲 りたい｡た ,ゞ
繰 りこみの項穐e(i)が新 しい揺動カの時間相関で与えられること,および,繰 りこまれ
た正しい輸送係数を与える揺動力 fk(i)とランジュバンの揺動力 Rk(i)との関係が(14)
の関係で与えられることを注意 しておきたい｡なお御関心のある方には preprint をお送
りします｡
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